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まえがき 

 著者は、50 年間にわたって土木構造物の設計に携わってきました。本書では、

この間に著者が関わった 25 の擁壁トラブル事例を紹介しています。「擁壁が前

方へ傾いた」「地震で倒壊した」「会計検査で設計が不適切と指摘された」とい

った内容で、誰もが経験あるいは身の回りで目撃しているトラブルです。 

「10 年経験すれば一人前」と言われます。著者も 30 歳頃から道路橋示方書や

道路土工指針などの技術基準の内容を理解できるようになりました。そうすると、

現場で発生するトラブルへの技術対応を求められることが増えてきました。トラ

ブル対応をするうちにわかったことは、技術基準は標準的な構造物を合理的に設

計するために作られたマニュアルであるということでした。現場で起きている現

象を説明できないことに気づきました。 

「土木は経験工学」と言われます。現場で起きている現象を自分の目で観察し、

その現象がどのようなメカニズムで発生したのか仮説をたて、理論的に考察して

はじめて経験したことになります。優れた土木技術者になるには、このような経

験を積み重ねる以外に道はないと確信しています。 

本書は、著者の経験が多くの若手技術者の参考になることを期待して、トラブ

ルの原因やメカニズムの解明に著者がどのように考えて取り組んできたかを紹

介しています。 

 2018 年にノーベル生理学・医学賞を受賞された本庶佑博士は、受賞後の記者会

見で、「本に書いてあることを簡単に信じないこと。ネイチャー誌やサイエンス

誌に掲載されている論文の 9 割は嘘。10 年経って残っているのは 1 割。自分の目

で確かめ、自分の頭で考えること」と話されました。 

世界的に権威ある科学雑誌の論文でさえ 9 割が嘘なので、本書はほとんどが嘘

だと疑って読んでください。 

読者から、正解はこうだと指摘していただけたら望外の喜びとするところです。 

原稿段階で、第一コンサルタンツ取締役相談役の矢田部龍一氏、技術顧問の上

野将司氏、技術顧問の荒木一郎氏に数多くの貴重な助言をいただきました。また、

設計部橋梁構造課の三本高義、児玉翔、吉田萠の 3 氏には、現地調査を手伝って

いただきました。一言付記して謝意に代えさせていただきます。 

2020 年 7 月 

右城 猛 
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